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         朝晩の冷え込みも増し、すっかり秋の深まりを感じます。散歩が気 

持ち良いこの季節は、たくさん戸外へ出て、秋を満喫していきたいと 

思います。また、暑さも一段落したこの時期は、体のリズムが乱れや 

すい季節でもありますので、食事や睡眠などの生活リズムを整えてい 

きたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すっかり秋らしい気候になりました。日々、様々な面で子ども達の成長を感じてい

ます。同じ事をするのが楽しい時期なので、真似っこ遊びが楽しくて仕方がないようで

す。友達が寝そべって遊んでいれば、一緒に横になって遊び、一人がカバンを持てば、

皆一斉に「カバン！」「カバンは？」と、カバンを探して持ってきます。時には、同じ

玩具が使いたくて取り合いになる事も…。以前は、泣いて主張する事が多かった子ども

達も、「貸して」「待ってね」と、言葉でやりとりをする姿が増えてきました。また、

泣いている友達を見ると、「泣いちゃったよ」と心配そうに保育者に教えてくれる子や、

顔を覗き込んで、泣いている子の頭を撫でてくれる子など、思いやりの気持ちもしっか

り育っているようです。最近では、年上児の行動にも興味津々の子ども達。お兄さん･

お姉さんの遊びを傍でじーっと見て、その後、 

部屋の隅でさりげなく同じ遊びをしている事 

も。保育者と目が合うと、ちょっぴり恥ずか 

しそうに笑います。日々、様々な事を吸収し 

ているようです。 

これからもたくさんの楽しい遊びを通して、成長を見守っていきたいと思います。 

          みつば組 

ごっこ遊びが大好きなみつば組の子ども達。最近は、お医者さんごっこ・猫ごっこが

大流行中です。お医者さんごっこでは、医者役の子が「次の方どうぞ！」と言うと、一

斉に皆が集まってきます。患者役の子は、椅子に座ると「すみません、○○が痛いんで

す」と、辛そうな表情をして、迫真の演技を見せてくれます。猫ごっこでは、一人の子

が猫になりきると、みんなも猫に変身！「ニャー！」と言いながら、保育室を歩き回っ

ています。しばらくすると、エサや水をあげる子が登場し、「よしよし、良い子ね」と、

可愛がってくれていますよ。また、最近では、ブロックで家を作り、「ここがピンポー

ン（インターホン）する所ね」「ここが駐車場ね」や「ここに橋を作ろうよ」等と、相

談しながら遊ぶ姿が見られています。完成すると、小さい人形を使って、「トコトコ…

すみません！誰かいますか？」「はーい！どうぞ！今、ご飯持ってきますね！」と会話

を弾ませながらごっこ遊びを展開しています。 

 このように、ごっこ遊びを通して、友達 

と一緒に遊ぶ姿が多く見られ嬉しく思います。 

今後も子ども達が楽しめるよう様々な遊びを 

引き出していきたいと思います。 

 

                       ※裏面もあります→ 

ふたば組 

ふたば組 

敬老の日 プレゼント作り☆ 

  大好きなおじいちゃん・おばあちゃんに、ふたば組は『しおり』、

みつば組は『コースター』を作りました。 

ふたば組は、初めて“のり貼り”に挑戦！のりの付いた手を不思 

議そうにじっと見つめたり、「ぬりぬり！」と言いながら次々に貼っ 

ていったりと、のりの感触を味わいながら作っていました。 

 みつば組は、折り染めで作りました。「大好きなピンクにする！」 

「青がいい！」などと、自分で好きな色を選ぶ子ども達。折り初め 

は絵の具を付ける量が大切なのです 

が、保育者に適量を教えてもらうと 

「ちょっとだけ…」と言いながら、 

そっと慎重に色を付けていくので 

した。 

 子ども達が心を込めて作った 

プレゼント、ぜひたくさん使って 

くださいね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ．Ｕくん 

２歳になりました♪ 

 

１０月のうた 
 

＜ふたば組＞ 

 ふたば組では、今『みんなのうんち』『おなかのこびと』の紙芝居と

絵本が人気です。『みんなのうんち』では、様々な動物たちのウン 

チが次々に出てくると、目をまんまるくしてじーっと興味深そうに 

見つめています。繰り返し出てくる“良いウンチ♪”のフレーズは、 

皆で声をそろえて言っていますよ。『おなかのこびと』では、お腹の 

中に小人が入っていくのですが、保育者に「○○ちゃん（くん）の 

お腹の中にも小人がいるかな？」と聞かれ、じっと自分のお腹を 

見つめるの子ども達。その後トイレに行き、便座に座りながらも、 

まだお腹やお尻を見つめて小人を探す姿がたまらなく可愛かった 

です！ 

遊びや絵本から、自然と体の仕組みを学んでいたようです。 

★テーマへの取り組み★ 

・大きなくりのきのしたで 

・ どんぐりころころ 

・ フレーフレーフレー 

＜みつば組＞ 

今月は様々な跳ぶ動物になりきってみました。イルカ・カンガル

ー・うさぎ等になりってジャンプをしてみると「うさぎさんは耳が

あるんだよね」「カンガルーは、赤ちゃんが落ちないようにジャンプ

しないと」等と自分達で考えながら跳んでいましたよ。その中でも、

子ども達はカンガルーが気に入ったようで、赤ちゃんを大切に抱え

ながらジャンプしたり、友達の赤ちゃんが落ちたと聞くと、急いで

戻してあげたりと可愛い光景が見られました。 

 今後も、身体の不思議や違いなどについて、遊びの中で楽しく伝

えていきたいと思います。 

 


